
JP 4990904 B2 2012.8.1

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機密保全文書用の情報ページ（１、１’）において、
　情報部分（３）と、
　前記情報部分を前記機密保全文書に取り付けるための取り付け部分（２、２’）と、を
備えており、
　前記情報部分（３）および取り付け部分（２）が、重複領域（４）で少なくとも部分的
に互いに重なり合う様に配置され、
　前記情報部分（３）には固有の識別子（５）が設けられており、
　前記取り付け部分（２、２’）にも前記情報部分（３）と同じ前記固有の識別子（５）
が設けられ、前記固有の識別子（５）が、前記情報部分（３）と前記取り付け部分（２）
の少なくとも一方を貫通し、前記情報部分（３）と前記取り付け部分（２）の他方を少な
くとも部分的には貫いている穿孔（８、９）として、前記重複領域（４）に配置される
ことを特徴とする、情報ページ。
【請求項２】
　前記固有の識別子（５）は、テキスト、数字、記号、画像、及び写真の内の少なくとも
１つを含んでいることを特徴とする、請求項１に記載の情報ページ。
【請求項３】
　前記固有の識別子（５）は、前記情報部分（３）及び前記取り付け部分（２、２’）に
、レーザー彫刻によって設けられていることを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載
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の情報ページ。
【請求項４】
　機密保全文書用の情報ページを製作する方法において、
　情報部分（３）を機密保全文書に取り付けるための取り付け部分（２、２’）を備えて
いる情報部分（３）を製作する段階から成り、更に、
　前記情報部分（３）と取り付け部分（２）を、重複領域（４）で互いに重なり合う様に
配置する段階と、
　前記情報部分（３）に固有の識別子（５）を設ける段階と、
　前記取り付け部分（２、２’）に前記情報部分（３）と同じ固有の識別子（５）を設け
る段階と、を含み、
　前記情報部分（３）および取り付け部分（２）が、前記情報部分（３）と前記取り付け
部分（２）の少なくとも一方を貫通し、前記情報部分（３）と前記取り付け部分（２）の
他方を少なくとも部分的には貫いている穿孔（８、９）によって、前記重複領域（４）に
おいて前記同じ固有の識別子（５）を設けることを特徴とする、方法。
【請求項５】
　前記固有の識別子（５）は、前記情報部分（３）及び取り付け部分（２、２’）に、レ
ーザーによって設けられていることを特徴とする、請求項４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パスポートの様な機密保全文書のための情報ページに関し、特に、偽造に対
して情報ページの機密保全性を向上する解決策に関する。 
【背景技術】
【０００２】
　機密保全文書の情報ページに要求される諸特性は、部分的には矛盾するものである。先
ず、情報ページの情報の少なくとも一部が記入されている、情報ページの情報部分の構造
は、偽造者が、情報部分を取り外すことができないものでなければならない。更なる要件
として、情報ページに提供される情報の少なくとも幾つかは、レーザー彫刻を利用して、
そこに記入できなければならない。この目的を実現するために、実際、情報部分は、曲げ
特性及び曲げ耐久性の劣った材料で製造しなければならない。
【０００３】
　しかしながら、情報ページは、機密保全文書の他のページと同様なやり方で、情報ペー
ジを機密保全文書に取り付けることができるようにするため、良好な曲げ特性並びに良好
な曲げ耐久性を有していなければいけない。従って、可撓性及び曲げ耐久性を有する取り
付け部分を情報部分に締結して、情報ページを機密保全文書に取り付けることができるよ
うにする必要がある。十分な機密保全レベルを実現するために、偽造者が、情報部分を取
り付け部分から取り外すことができないようにしなければいけない。
【０００４】
　上に述べた既知の解決策の最も重大な欠点は、偽造者が、情報ページに可視的な痕跡を
残さずに、情報部分を取り付け部分から取り外し、その後、別の情報部分を機密保全文書
の取り付け部分に取り付ける方法を見つけ出すかもしれないことである。そのような場合
、機密保全文書の情報ページの情報部分が、変えられたことを検知するのは不可能であろ
う。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の目的は、情報ページの元の情報部分が別の情報部分に取り替えられている偽造
を確実に検知できるようにする解決策を提供することである。この目的は、独立請求項１
による情報ページ、並びに独立請求項５による方法によって実現される。
【０００６】
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　本発明は、問題の情報ページに特有の固有の識別子を備えている情報部分及び取り付け
部分を提供する考案に基づいている。このような固有の識別子は、例えば、テキスト、数
字、記号、画像、又は写真で構成される。情報部分と取り付け部分は、これによって、同
じ固有の識別子を視覚的に検知することができる一対となる。同じ固有の識別子が、これ
で情報部分と取り付け部分に発見できなくなるので、偽造の企てを容易に検知することが
できるようになる。
【０００７】
　識別子は、同一の技法、又は異なる技法を用いて、情報部分及び取り付け部分に提供す
ることができる。１つの代替案は、例えばレーザー彫刻又は印刷によって情報部分に通し
番号を付与し、同時に同じ通し番号を、穿孔の様な別の技法で情報部分に付与することで
ある。
【０００８】
　本発明の或る好適な実施形態では、情報部分と取り付け部分は、重複領域に少なくとも
部分的には互いに重なるように配置されており、固有の識別子は、重複領域に、情報部分
と取り付け部分の少なくとも一方を完全に貫通し、情報部分と取り付け部分の少なくとも
の他方を少なくとも部分的には貫いて突き出る穿孔として、配置されている。その様な穿
孔は、例えばレーザー光線を利用することで非常に容易に得ることができ、従って、情報
ページの製造の際の追加的な段階を最小限に抑えることができる。偽造の企ては、穿孔が
互いに合致しないため、視覚的に容易に検知することができる。
【０００９】
　本発明による情報ページ及び方法の好適な実施形態は、従属請求項２から４、及び６と
７に開示されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明をについて、例を挙げ添付図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、本発明による情報ページ１を備えている機密保全文書を示している。図１の実
例において、機密保全文書は、情報ページ１が取り付け部分２によって締結されているパ
スポートである。情報ページ１の取り付け部分２は、例えば縫合によって、即ち、機密保
全文書に含まれている他のページと同じ方法で、機密保全文書に締結することができる。
【００１２】
　情報ページ１の情報部分３は、パスポートの所有者の氏名、生年月日、及び写真の様な
情報ページに提供されている、識別情報を示している。情報の幾つかは、例えばレーザー
彫刻技術を使用して記入されており、また情報の幾つかは、印刷インクを使用して記入さ
れている。
【００１３】
　図２と図３は、本発明の第１の実施形態を示している。図２と図３の実施形態では、取
り付け部分２と情報部分は、互いに部分的に重なり合っている。重複領域４は、情報部分
３と取り付け部分２に固有の識別子５を提供するために使用されている。この実施形態で
は、識別子５は、「１２３４５」と読み取れる穿孔で構成されている。穿孔の孔は、情報
部分３の材料を完全に貫通し、更に取り付け部分２の材料の中へと部分的に延びている。
このような穿孔は、例えばレーザーによって行うことができる。
【００１４】
　偽造者が、情報部分３を取り付け部分２から取り外し、その後、他の情報部分３を取り
付け部分２に取り付けた場合、識別子５の穿孔が合致しないため、そのような偽造は、視
覚的に検知することができる。その様な偽造の検知を更に容易にするため、完全に穿孔さ
れる部分（情報部分又は取り付け部分）の材料は、少なくとも識別子が設置されている領
域は、透明であることが望ましい。
【００１５】
　情報ページ１を製作する方法は、図３から明かである。情報部分３は、少なくとも部分
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的にはレーザー彫刻に適した材料で構成されていることが望ましい。適した材料は、例え
ば透明な炭化ポリカーボネート（ＰＣ）である。その場合、レーザー光線から発生するエ
ネルギーは、エネルギーが向けられた地点のプラスチック材料を暗色化させる。結果的に
、所望の識別情報をレーザー彫刻によって書き込み、描画することができる。しかしなが
ら、情報部分３は、異なる材料の数層によって構成することができる。１つの可能性は、
１層の非透明（白色等）ポリカーボネートを含ませることである。
【００１６】
　更に、取り付け部分２は、数層の異なる材料で構成することができる。１つの代替案は
、ポリエステル、又はTeslinとポリエステルの組み合わせたものを使用することである。
この場合、固有の識別子を、取り付け部分にレーザーで穿孔してもよいし、代わりに印刷
によって表示することもできる。取り付け部分２に識別子を設けるためにレーザー彫刻を
利用する意図がある場合は、透明な炭化ポリカーボネートとTeslinの組み合わせ、又は代
わりにTeslinとポリエステルの組み合わせを使用することができる。代替案の１つは、識
別子を作り出すために、１層のTeslinを印刷インクで被覆した後、レーザーを利用して、
レーザー光線でインクを除去することによって印刷インクに識別子をマーキングすること
である。
【００１７】
　固定されている情報ページ１の厚さを保つために、例えば情報部分３又は取り付け部分
２と同じ材料の補償層６を、図３に示すように、取り付け部分２の延長部として配置して
いる。情報ページ１は、表面層７を更に備えており、この表面層７は、例えば透明なるポ
リエステルフィルム（ＰＥＴ）で構成されている。
【００１８】
　図３に示す各層は、互いの上に配置されると、望ましくは、高温によって各層が互いに
貼り付いて均一な情報ページが仕上がることになる積層処理によって、図示の位置に貼り
付けることができる。この後、情報ページの情報は、印刷及び／又はレーザー彫刻によっ
て情報ページ上にマーキングすることができる。この段階で、図２に示すように、重複領
域４に固有の識別子５を穿孔するために、レーザーを利用することもできる。図３は、そ
の様な穿孔のための２つの代替選択肢を示している。第１の選択肢は、情報部分３を貫通
し、少なくとも部分的には取り付け部分２を貫いて突き出る孔８を穿孔することである。
他方の選択肢は、取り付け部分２を貫通し、少なくとも部分的には情報部分３を貫いて突
き出る孔９を穿孔することである。
【００１９】
　図４と図５は、本発明の第２の実施形態を示している。この実施形態は、図２と図３に
関連付けて説明した実施形態にかなり類似している。従って、図４と図５の実施形態は、
主にこれらの２つの実施形態の相違点に言及することで説明する。図２と図３の実施形態
の部分に対応する部分には、図４と図５でも同じ参照番号を付している。
【００２０】
　取り付け層２’は、図４と図５では、情報部分３の裏面全体を覆うように配置されてい
る。固有の識別子５は、取り付け部分２’と情報部分３上の異なる場所に配置されている
。この実施形態では、例えば、固有の識別子は、印刷又はレーザー彫刻で、取り付け部分
２’と情報部分３の上に設置される形になっている。適した印刷技法としては、例えば、
レーザー印刷、インクジェット印刷、マトリクス印刷、及び昇華印刷が挙げられる。
【００２１】
　上記説明及び添付図面は、本発明を説明することのみを意図しているものと理解された
い。当業者には自明のように、本発明は、本発明の範囲を逸脱すること無く、他のやり方
で変更及び修正を施すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明による情報ページを備えている機密保全文書を示している。
【図２】本発明の第１の実施形態を示している。
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【図３】本発明の第１の実施形態を示している。
【図４】本発明の第２の実施形態を示している。
【図５】本発明の第２の実施形態を示している。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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